
があり、亀裂の奥までは除染しきれないため、

そこだけ放射線量が下がらなかったのです。

プールサイドは子供たちが裸足で歩きますか

ら、何とかこの放射線量を下げることはできな

いかということで、信越さんに相談しました。そ

して、試作品を作っていただき、現場で実験し

てデータを取り、それをフィードバックして、また

試作品で実験をしてと何度も繰り返しました。

一方で、現場での実験とは別に、首都大学東

京 放射線学科の大谷先生のご指導のもと、

放射線源を用いて同じような実験を行いまし

た。その実験室で取ったデータが現場で取っ

たデータとほぼ同じ結果を示した時はうれし

かったですね。必ず実現できると信じて手探り

で実験を行ってきたわけですが、大学の実験

で学術的な検証も得られたことは大きな自信

になりました。寒い中、夜遅くまでデータを取っ

たり、大学の設備では危険を知らせるアラーム

が鳴るような高い線量で実験したり、いろいろ

ありましたが、材料の放射線遮蔽性能を実証

することができ、1年以上頑張ってきたかいが

ありました。

放射線遮蔽用RTVシリコーンゴム「ラディバリ

ヤーシリーズ」を製品化できたのも、吉田さん

の体を張った実験のおかげですね。今後は、ど

のような用途展開が考えられますか。

吉田　これまでは、放射性物質を「取り除く」

ことばかりに考えがいきがちでしたが、「遮る」

ことへも発想が広がったことで、新たな対策

が立てられるようになりました。ラディバリヤー

のよさの一つは、非常にフレキシブルに使える

ということです。例えば、粘度の低いものは亀

裂や目地などの除染しきれない箇所に流し込

み、また、粘度の高いものは、壁面などにシー

ルして硬化させることで、放射線を遮蔽できま

す。さらに、シート状に加工すれば、置くだけで

遮蔽効果が得られ、室内の壁面や床下、天

井裏など除染作業の困難な箇所に設置する

ことで線量の低減化に役立ちます。この他に

も、現行は放射性廃棄物を保管するためにド

ラム缶やコンクリート製容器などを使用してい

ますが、ラディバリヤーを使用することで軽量

化させたプラスチック製の遮蔽容器も開発で

きるようになりました。今後、作業員の防護服な

どへの応用も考えられますね。また、仮置場が

決まれば輸送時の遮蔽にも使えますし、中間

貯蔵施設ができれば、違った用途も出てくると

考えています。つまり、流動的に変化する除染

の遮蔽ニーズに対し、多様な形状で対応でき

れば、より広い範囲で応用できると見込んでい

ます。加えてラディバリヤーは、シリコーンです

から環境負荷物質を含まず、焼却処分ができ

ることも大きなメリットの一つです。

さまざまな展開が考えられますね。

吉田　除染作業には、ベースに環境省が定め

たガイドラインがありますが、市町村レベルでは

方針が変わってきます。また、避難せずに故郷

で生活することを決めた人たちにとっては、線

量の多い地域が優先的に除染の対象になると

いうことはわかってはいても、実際に住み始め

れば、やはり少しでも早く何とか対策を講じたい

と思うのは当然のことなんですね。現場で除染

作業を行っていると、いろいろな実情や住民の

方たちの気持ちなども見えてきます。そういった

さまざまなニーズに対して、ラディバリヤーはフレ

キシブルに対応していけると思

いますし、これからもいろいろな

実験を行って積極的に除染や

遮蔽の方法を開発していきた

いですね。大学での実験から、

ラディバリヤーは高線量の放射

性物質にも対応できることがわ

かりましたから、今後の除染活

動にも大いに活かせるのでは

ないかと期待しています。

ラディバリヤーによって、除染と遮蔽という両輪

で、より安全で効率のよい除染活動が進めばい

いですね。

吉田　現在当社では、回収型高圧洗浄機とラ

ディバリヤーを使った遮蔽保管容器を組み合わ

せて、洗浄、吸引から放射性物質を含む汚染

水の分離処理、保管までをなるべく人の手を介

さずに行えるようなシステム化を進めています。

これを9月に開催される除染に特化した展示会

「RADIEX 2013」に出展して紹介する予定で

す。除染にかかわる多くの会社や関係者に新

しい技術を広く知ってもらい、また情報交換する

中から、新たな展開が生まれるのではないかと

期待しています。私たちは、ラディバリヤーを含

め、これまで培ってきた技術やノウハウを独り占

めするつもりは全くありません。同じような考えを

持つ方たちと協力して、除染技術をさらに高め

ていきたいと考えています。それが除染作業を

より安全に、より効率的に進める力となるわけで

すからね。

皆さんの献身的なお仕事ぶりには頭が下がります。

吉田　除染作業は時間がかかりますが、やれ

ばそれだけの効果があります。少しでも地元の

復興に貢献でき、地元の皆さんのお役に立てる

ということが原動力ですね。地元福島県のため

に、そして未来のある子どもたちのために、やる

しかない。どうせやるなら、ポジティブにいこうと

いう気持ちで取り組んでいます。

少しでも安全で効率的な除染が進んでいくこと

を祈っています。今日は、お忙しい中、お時間を

いただき、ありがとうございました。

現在は、除染のお仕事をメインにされていると

いうことですが、具体的な内容を教えていただ

けますか。

吉田　まず、除染する箇所の放射線量を測定

し、除染を行います。実際の除染作業は、例え

ば表土であれば表面の3センチから5センチの

土を削り取って新しい土で覆います。また、コン

クリートやアスファルトなどは高圧洗浄を行うな

ど、除染対象物に適した方法で作業を行いま

す。そして、除染後には必ず放射線量がどのく

らい減ったかを測定し、効果を確認します。さら

に、取り除いた放射性物質を含む汚染水を浄

水と放射性物質に分離処理し、保管するまで

の一連の作業を行っています。また、除染作業

をより安全に、より効率よく行うための除染技術

や装置の開発なども行っており、除染に関して

トータルに取り組んでいます。これまでにも、タイ

ルやコンクリートなどを高圧洗浄する際に、放射

性物質が拡散しないように、使用した水を回収

しながら洗浄する回収型高圧洗浄機を共同開

発しており、これは、現在さまざまな除染作業の

現場で使われています。

除染には、まず放射線量の測定が重要なポイ

ントになるということですね。

吉田　放射線は目に見えませんし、臭いもあ

りませんから、数値でしか示すことができませ

ん。除染は、測定ありきで、いかに正確に放射

線量を計測し、正しいデータを取るかが大事

なのです。正確な数値で除染の効果を示す

ことにより、住民の皆さんの不安を軽減するこ

とができますし、私たち作業員にとっても、作

業の安全確保や効率化のために活かすこと

ができます。これからの除染計画を立てる上

でも絶対に必要ですし、新しい除染方法や技

術の開発にも不可欠です。正直、除染作業は

この先何年かかるかわかりませんが、住民の

皆さんのことはもちろん、除染作業を行う作業

員のことを考えても、いかに被ばく量を減らす

かということが常に頭にあります。そのために

も正確な測定は欠かせないのです。

トータルに除染に取り組む一環で、新しい材料

の開発に関して信越化学に声をかけていただ

いたということですね。

吉田　除染の考え方としては、放射性物質を

「取り除く」「遮る」「離す」という3つがあるの

ですが、地元小学校のプールの除染をきっか

けに「遮る」材料が必要になりました。これは、

プールサイドの床面や壁面を除染したのです

が、震災の影響で亀裂が入ってしまったところ

東日本大震災から2年以上がたつが、地震と津波により甚大な被害を
受けた地域の復興はなかなか思うように進んでいないのが実情だ。特
に、福島第一原発事故により、地元住民は居住地域への立入りを禁
止されて避難生活を強いられているほか、目には見えない放射能の不
安からも解消されずにいる。しかし、時間を戻すことは誰にもできない
し、起きてしまった現実には立ち向かっていくしかない。“誰かがやらな
ければ何も進まない。だったら自分たちがやろう。どうせやるなら、前向
きに。”こんなたくましい気概を持って献身的に除染作業に取り組んで
いるのが、福島県・郡山市に拠点を置く株式会社EARTHSHIELD。
高い計測技術を持ち、除染作業から除染の技術や装置の開発にも積
極的に取り組み、さらに新しい材料の開発にも大きな役割を果たして
いる。今回は、除染作業に携わりながら、放射線遮蔽用RTVシリコーン
ゴム「ラディバリヤーシリーズ」の開発にも惜しみないご協力をいただ
いた同社の常務取締役の吉田勇二氏にお話を伺った。

安全で確実な除染のために
正確な放射線量の測定が不可欠

放射線遮蔽性能を付与したシリコーンで
フレキシブルな除染作業が可能に

常務取締役 吉田 勇二 氏

放射線を遮蔽するPoint1 液状、シートなどの形状があり、
用途に合わせて使用できる

Point2 鉛を含まず、焼却処分ができるPoint3

第113
回

株式会社EARTHSHIELD
2011年3月11日の東日本大震災の地震と津波の影響よる福島第一原発事故を契機に、除染事業に取り組むように
なった株式会社EARTHSHIELD（アースシールド）。現在、福島県・郡山市をはじめ、近隣の市町村の除染作業を行う
一方で、除染に必要な技術や装置などの開発にも積極的に取り組んでいる。
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放射線を“遮る”ことで
除染に新たな進展をもたらす

放射線遮蔽用RTVシリコーンゴム
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住民の住環境改善を支援
除染にも技術開発にも前向きに取り組む
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回収型高圧洗浄機による除染作業

放射線量を測定する様子




